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１ 作成の背景と趣旨 

21 世紀は，少子化高齢化，高度情報化，国際化などが急速に進み，「知識基

盤社会」化，グローバル化の時代であるといわれています。問題意識をもち，

自ら考え，人と交流しながら課題に向き合い，心身ともにたくましく自分の人

生を生きる力の育成がますます重要になります。 

乳幼児期の教育については，平成 18 年に改正された教育基本法において，「幼

児期の教育は生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なものである」と規定さ

れました。平成 20 年に，幼稚園教育要領，保育所保育指針が改訂されました。 

さらに，平成 24 年 8 月には，「子ども・子育て関連３法」が成立し，この３

法に基づいて，平成 27 年 4 月から「子ども・子育て支援新制度」が実施されま

す。この制度では，幼児期において「保護者の就労に関わらず等しく質の高い

教育・保育が受けられる」ことを目指しています。 

将来に向けて，芦屋市として，市立幼稚園・市立保育所が取り組んでいる教

育と保育の良さを引き継ぎつつ，すべての就学前教育・保育施設において，芦

屋らしい質の高い教育・保育が推進されることを願って，本市の標準的なカリ

キュラムを作成しました。 

今後は，市立幼稚園・市立保育所においては，本カリキュラムに基づき各幼

稚園・保育所の実態を勘案しそれぞれの特色を生かした教育・保育活動を展開

することとします。また，本市が関係する教育・保育施設等においても，本カ

リキュラムに準拠した活動を行うものとします。 

本カリキュラムが，それぞれの施設における教育・保育の内容の充実に資す

るとともに，未来を担う本市の子ども達の学びと育ちに寄与することを願って

います。 

Ⅰ 基本的事項
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○第４次芦屋市総合計画 

○芦屋市教育振興基本計画 

○芦屋市子ども・子育て支援事業計画 

２ 芦屋市就学前カリキュラムの位置づけ 

幼稚園 

教育要領

芦屋市就学前カリキュラム

・芦屋市立幼稚園教育課程 

・芦屋市立保育所保育課程 

認定こども園等 

教育・保育課程 

子ども・子育て関連３法 

○子ども・子育て支援法 

○改正認定こども園法 

○関係整備法 

国 
保育所 

保育指針

市 

幼保連携型認定こども園 

教育・保育要領 
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１ 指導面での８つの重点項目 

№ 項 目 内 容 

１ 基本的生活習慣

の形成 
○ 生活に必要な基本的な習慣が身に付くよう，子どもが自分で

しようとする気持ちを尊重しながら，一人一人の状態に応じ

た援助をします。 

○ 自分の体のことを知り，自分を大切にする気持ちを育てます。

２ 自然環境を生か

した保育の推進 

○ 身近な自然を遊びに生かし，見る・触れる・試す・考える等

の経験を，様々な表現活動等に展開し，豊かな感性を育みま

す。 

○ 動植物に親しみを持ったり，大切にしたりする経験を通して，

生命の尊さに気付かせていきます。 

３ 人と関わる力の

基礎の育成 
○ 乳児期は，身近な大人との信頼関係の構築を大切にします。 

○ 幼児期は，様々な感情体験を味わわせながら，「協同する経験」

を積み重ね，自律性や社会性を育成します。 

４ 体験活動を生か

した食育の推進 
○ 野菜，果物の栽培や給食・会食の手伝い等の活動を通した食

育を進めます。 

○ 「楽しい食事」「食への意欲，興味，関心」「共食（きょうし

ょく）」を大切にし，食習慣を育成します。 

５ 特別支援教育・

統合保育の充実 

○ 配慮を要する子ども一人一人に応じた支援をします。 

○ 集団生活の中で，互いに認め合い，助け合う気持ちや思いや

る心を育て，共に育ち合う教育・保育を目指します。 

６ 防災教育・安全

教育の推進

○ 発達に応じた災害から生命を守る行動を伝えるとともに，安

全教育において危険回避能力の育成を図ります。 

○ 阪神・淡路大震災の経験と教訓を子どもたちに語り継ぎます。

７ 読書活動の推進 ○ 読み聞かせの活動を大切にし，本が好きな子どもに育てます。

○ お話の世界を通して，様々な表現活動を展開します。 

８ 地域・小学校と

の連携の推進 

○ 近隣の小学校との連携により，小学校入学を楽しみにする気

持ちを膨らませ，円滑な接続に努めます。 

○ 地域の異年齢児や高齢者等と交流するなど，地域人材を活用

し，人とのつながりを大切にします。 

Ⅱ 就学前カリキュラムの具体的事項
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２ 運営面での３つの取組事項 

№ 項 目 内 容 

１ 保護者支援 
○ 保護者の抱えている悩みに寄り添うとともに，子育てを通

して保護者自身が子どもとともに育つ場を提供します。 

○ 保護者同士が交流する機会や環境づくりに努めます。 

２ 保育者の資質向上 
○ 保育者が，常に発達段階に応じた教育・保育をするために，

研究会の開催や，内外の研修等を通じ，必要な知識及び技

術の習得，維持及び向上に努めます。 

３ 地域への子育て支

援 
○ 園庭開放や未就園児交流会，子育て相談等，地域の子育て

の拠点となるよう取り組みます。 

３ 年齢別教育・保育課程について 

（１）年齢別教育・保育課程の実施にあたって 

年齢別教育・保育課程は，発達段階に応じて行う標準的な教育・保育につい

て示したものです。 

この中で示す「ねらい」は，子どもの発達を踏まえ，安定した生活や，充実

した活動をするために保育者が行う事項と，就学前までに育つことが期待され

る生きる力の基礎となる心情・意欲・態度等の事項です。「内容」は，ねらいを

達成するために，子どもに経験させたい事項です。 

「養護」とは，子どもの生命の保護及び情緒の安定を図るために，保育者が

行う援助や関わりです。 

「教育」とは，子どもが健やかに成長し，その活動がより豊かに展開される

ための援助です。乳児期は，身近な大人との信頼関係の基，情緒の安定を図る

ことが重要で，個人差が月齢等により極めて大きく，生活と遊びが一体的に展

開していく時期なので，内容を総合的に示しています。幼児期は，幼児の発達

の側面から「健康」，「人間関係」，「環境」，「言葉」，「表現」の５領域別に示し

ています。 

    保育の実施に当たっては，子ども一人一人の発達の過程やその連続性を踏ま

え，ねらい及び内容を柔軟に取り扱うとともに，教育及び保育の内容が相互に

関連を持つよう留意することとします。
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１ 芦屋市就学前カリキュラムに関連する計画（関係部分抜粋） 

（１）第４次芦屋市総合計画 

（２）芦屋市教育振興基本計画 

（３）芦屋市子ども・子育て支援事業計画 

２ 芦屋市就学前カリキュラム作成の経過 

３ 芦屋市就学前カリキュラム作成会議設置要領 

資料編
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１ 芦屋市就学前カリキュラムに関連する計画（関係部分抜粋） 

（１）第４次芦屋市総合計画（平成２３年３月策定） 

将来像
基本

方針
目標とする１０年後の芦屋の姿 施 策 目 標

自
然
と
み
ど
り
の
中
で
，
絆
を
育
み
，
「
新
し
い
暮
ら
し
文
化
」
を
創
造
・
発
信
す
る
ま
ち

１

人
と
人
が
つ
な
が
っ
て
新
し
い
世
代
に
つ
な
げ
る

1 一人一人のつながりが地域

の力を高め，地域主体のま

ちづくりが進んでいる 

1-1 市民一人一人がそれぞれの状況に

応じて必要な情報を手に入れられ

る 

1-2 市民が主体となった活動が増え，継

続的に発展している 

1-3 地域主体のまちづくりの仕組みが

根付き，地域の力が高まっている 

2 多様な文化・スポーツ・芸

術・伝統が交流するまちで，

芦屋の文化があふれている 

2-1 市民が教養を高める機会が豊富に

ある 

2-2 様々な交流が，多様な文化への理解

と見識を深めている 

3 お互いを尊重しながら理解

と思いやりの心が広がっ

ている 

3-1 平和と人権を尊重する意識が行き

渡っている 

3-2 男女共同参画社会の実現に向けて

意識が広がっている 

4 子どもたちが社会へ羽ばた

けるようたくましく育っ

ている 

4-1 子どもたちが生きる力を身に付け，

健やかに成長している 

4-2 青少年が社会で自立するための力

を身につけている 

4-3 学校園・家庭・地域が連携して，子

どもたちの育成を支えている 

5 地域で安心して子育てがで

きている 

5-1 世代を超えた多様なつながりが，

様々な家庭の子育てを支えている 

5-2 子育てと仕事の両立を可能にする

環境が整っている 
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（２）芦屋市教育振興基本計画（平成２３年３月策定） 

重点目標１

「豊かな人間力」をは

ぐくむために，考える

力や創造性を伸ばす教

育を進めます

(2)人間形成の基礎と

なる道徳性など「豊

かな心」の育成に取

り組みます。

施策６

生命や自然を大切にする心

や他を思いやる優しさ，社会

性，規範意識を育てるため

に・・・芦屋市の特色を生か

した様々な体験活動の機会

を提供します。

【重点目標】 【取組の方向性】 【施 策】

(3)体育・スポーツ活動

や健康教育・食育を

推進し，「健やかな

体」の育成に取り組

みます。

施策８

家庭・地域と連携した健康教

育及び食育を推進します。

(5)子ども一人一人の

障がいの状態や発

達段階・特性等に応

じた指導の充実に

取り組みます。

施策１３

障がいのある子どもの就学

前と就学後の指導の接続を

円滑に行うシステムを充実

させます。

重点目標３ 

信頼され魅力ある学校

園づくりに取り組みま

す 

(1)教職員の資質・実践

的指導力の向上を

めざし，教職員研修

の充実を図ります。 

施策１ 

教員は子どもたちの心身の

発達や人格形成に大きな影

響を与える存在であること

を踏まえ，その資質や実践

的指導力を絶えず向上させ

るための様々な教育課題に

応じた教員研修の充実を図

ります。 

施策５ 

幼稚園の機能を生かした子

育て支援について研究し，

実施します。 

施策６ 

幼稚園と小学校間の交流に

ついて研究し，実施します。 

(5)幼稚園における子

育て支援を進めま

す。 
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（３）芦屋市子ども・子育て支援事業計画（平成２７年３月策定） 

  ≪計画の体系≫ 

み

ん

な

で

育

て

る

芦

屋

っ

子

【基本理念】

(1) 子どもの 

育 ち の 視

点 

(2) 親として

の育ちの

視点 

(3) 地域での 

支え合い

の視点 

(4) 子育て環

境の充実

の視点 

(1) 家庭における子育

てへの支援 

① 仕事と子育ての両立

を図るための環境の

整備

② 産休・育休からの復

帰が円滑にできる環

境の整備

① 地域における子ども

の居場所づくりの推

進

② 安全・安心なまちづ

くりの推進

③ 配慮が必要な子ども

とその保護者への支

援

① 就学前教育・保育の

体制確保 

② 小学校への円滑な接

続 

(2) 子どもの健やかな

発達を保障する教

育・保育の提供 

① 多様な子育て支援サ

ービス環境の整理

② ひとり親家庭の自立

支援

③ 子育て家庭への経済

的支援

④ 親と子どもの健康の

確保

⑤ 子育ての悩みや不安

への支援

⑥ 要保護児童への支援

(3) すべての子どもの

育ちを支える環境

の整備 

(4) 仕事と子育ての両

立の推進

【基本的な視点】 【基本目標】 【施策の方向】
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≪基本目標２ 子どもの健やかな発達を保障する教育・保育の提供≫ 

施策の方向１  就学前教育・保育の体制確保 

【関連事業】 

Ｎo 事業名 担当課 事業内容 

1 一時預かり事業 

保育課 

管理課 

学校教育課 

保護者の仕事，疾病，出産，冠婚葬祭等の一時的

な理由で家庭での保育が困難となる場合に子ど

もを預かる。 

2 地域型保育事業 保育課 
小規模保育事業等を整備し，働きたい時に子ども

を預けて働くことができるような環境を整える。

3 

教育・保育施設にお

ける地域との世代間

交流 

保育課 

学校教育課 

運動会や秋祭りの行事等を通じて，中高生，お年

寄り，施設の方々と教育・保育施設を利用してい

る子どもたちとの交流を図る。 

4 

教育・保育施設同士

の連携強化と積極的

交流 

保育課 

学校教育課 

一貫した就学前教育・保育が行えるように，教

育・保育施設同士の連携や積極的な交流を図る。

5 

幼稚園教諭，保育士

の人材育成と資質の

向上 

保育課 

学校教育課 

幼稚園教諭，保育士，保育教諭等としての資質や

指導力の向上のため，研修，実習等を通した人材

育成の充実を図る。 

6 

幼稚園教諭，保育士

の処遇改善をはじめ

とする労働環境への

配慮 

保育課 

学校教育課 

幼稚園教諭，保育士の職員配置基準については本

市独自の基準を定め，質の高い教育・保育を提供

する。 

7 
子どもの読書のまち

づくり事業 

保育課 

学校教育課 

図書館 

幼児期から絵本や物語に親しみ，言葉の持つ魅力

や響き，美しさを感じるとともに，言葉を使って

表現する楽しさを味わう。 

施策の方向２  小学校への円滑な接続 

【関連事業】 

Ｎo 事業名 担当課 事業内容 

1 小学校との連携 
保育課 

学校教育課 

教育・保育施設から小学校へのつながりが円滑に

行えるように，小学校との連携や積極的な交流を

図る。 

2 
芦屋市就学前カリキ

ュラムの策定，実施

保育課 

学校教育課 

芦屋市内の教育・保育施設を利用するすべての子

どもに平等に，同じ質の教育・保育の提供を推進

するため，芦屋市就学前カリキュラムを策定し，

実施する。 

16



２ 芦屋市就学前カリキュラム作成の経過 

実施日 実施事項 内 容 

平成 26 年 7 月 4 日 
第1回芦屋市就学前カ

リキュラム作成会議 

芦屋市就学前カリキュラム

（素案）について 

 7 月 14 日 第 1 回検討会 
芦屋市就学前カリキュラム

（素案）について 

7 月 29 日 
第2回芦屋市就学前カ

リキュラム作成会議 

芦屋市就学前カリキュラム

（素案）について 

11 月 25 日 第 2 回検討会 
芦屋市就学前カリキュラム

（素案）について 

11 月 28 日 第 3 回検討会 

芦屋市就学前カリキュラム

（素案）について 

（学識者より指導助言） 

12 月 22 日 
第3回芦屋市就学前カ

リキュラム作成会議 

芦屋市就学前カリキュラム

（素案）について 

平成 27 年 1 月 8 日 
第4回芦屋市就学前カ

リキュラム作成会議 

芦屋市就学前カリキュラム

（素案）について 

1 月下旬 
公立幼稚園・公立保育

所職員説明会 

公立幼稚園・公立保育所職員

からの意見集約 

 2 月 5 日 
第5回芦屋市就学前カ

リキュラム作成会議 

芦屋市就学前カリキュラム

（素案）について 

 2 月 16 日 庁議報告 
芦屋市就学前カリキュラム

について報告 

 2 月 20 日 教育委員会報告 
芦屋市就学前カリキュラム

について報告 

 3 月 5 日 
民生文教常任委員会

報告 

芦屋市就学前カリキュラム

について報告 
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３ 芦屋市就学前カリキュラム作成会議設置要領

 （設置）

第１条 芦屋市就学前カリキュラム（以下「カリキュラム」という。）を作成す

るため，芦屋市就学前カリキュラム作成会議（以下「作成会議」という。）を

設置する。

 （所掌事務）

第２条 作成会議は，次に掲げる事務を所掌する。

(1) カリキュラムの作成に関すること。

(2) その他必要な事項に関すること。

 （組織）

第３条 作成会議は，下記の委員をもって組織する。

(1) こども・健康部長

(2) 管理部長

(3) 学校教育部長

(4) こども政策課長

(5) 保育課長

(6) こども・健康部主幹（学校教育部主幹兼任）

(7) 管理課長

(8) 保育課係長

(9) 学校教育課主査（こども政策課主査兼任）

 （任期）

第４条 委員の任期は，カリキュラム作成終了までとする。

 （委員長及び副委員長）

第５条 作成会議に，委員長及び副委員長を置く。

２ 委員長はこども・健康部長をもって充てる。

３ 委員長は作成会議を総括する。

４ 副委員長は，委員の中から委員長が指名する。

５ 副委員長は，委員長を補佐し，委員長不在の時には，その職務を代理する。

 （会議）

第６条 作成会議は，委員長が招集する。

２ 作成会議は，委員の過半数が出席しなければ，会議を開くことができない。

 （意見の聴取等）

第７条 作成会議は必要があると認めるときは，委員以外のものを会議に出席さ

せて意見を聴き，又は，説明若しくは資料の提出を求めることができる。

 （庶務）

第８条 作成会議の庶務は，こども・健康部が行う。

 （委任）

第９条 この要項に定めるもののほか，作成会議の運営に関し必用な事項は，委

員長が作成会議に諮って定める。

   附 則

 この要領は，平成２６年７月１日から施行する。
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【芦屋市就学前カリキュラム作成会議委員名簿】

役 割 区 分 備 考 

委員長 こども・健康部長 三井 幸裕 

副委員長 学校教育部長      伊田 義信 

委 員 

管理部長 山口 謙次 

こども・政策課長 宮本 雅代 

保育課長 伊藤 浩一 

管理課長 小川 智瑞子 

学校教育部主幹 

（こども・健康部主幹併任） 
中塚 景子 

保育課係長 長澤 淳子 

学校教育課主査 

（こども政策課主査併任） 
山中 朱美 
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